
●市議には年齢が離れている人が多く、「この人は何をしているのか」か
ら調べるまでが長い道のりですね。若者が政治に関心ないんでしょう
か。よくわかりませんが、選挙については中学生でやるし、いちばんは公
共事業への関心だと思います。自分たちのお金が何に使われているか
可視化していければ関心も広がるのではないでしょうか。（まちづくりに
関心の強い大学生Ｍさん・10代）

●政治に関わらなくても生活していけると思っているから、政治が変われ
ば生活も変わる部分があることを知ることが大事で、郷土や市民への
理解を深めてより良い生活を実現する場所を、未来を想像しながら培
うことができると知ることができればいいと思います。あちこち引っ越
して渡り歩いた元熊谷市民の私。どこへ住んで街を歩いても、「めんどく
さい」という「楽しみ」を知っている人たちが垣根無く協力し合っている
場所はおもしろいなぁと思います。
　（イラストレーターのＳさん・30代）

●アナログすぎて時代に合わない時点で、よりよくしようという心意気を
感じません。生まれつき車椅子生活の友人が段差ありすぎて選挙行く
のは一苦労といってるし、高齢になって足腰弱くなったら選挙行けませ
ん。産後２か月の時の選挙、ふらふらになりながら子どもを抱っこ、夫は
仕事で身体が辛かった。なぜ、Webでできない。期日前投票の投票でき
る時間が短すぎ。マイナンバーとか活用はいまでは？どこいった。選挙
カーで、せっかく昼寝した子どもが起こされるとたまりません。当日の会
場スタッフも適当すぎる。公約一覧くらい事前に会場に用意しておいて
ほしい。全体に投票させたくないんだとすら感じます。よって、行くのが
馬鹿らしくなる、けどわたしは行ってます。
　（転勤で３年間熊谷で暮らした関西出身１児のママKさん・30代）

●保育所、学校関係について感じているのは、施行になるまでが時間がか
かること。聞けば納得いく話なのに、予算組みとかいろんな事で動くの
は２、３年先だったりする。もっと意見が吸い上げられ、スピード感があ
る行政だったら、市民も主体的に「市政に参加している」という実感も持
て、投票率も上がるんじゃないかと思います。これは児童福祉の観点で
すが、いろんな分野でも言えることでしょう。（お花や市民活動もするマ
マＯさん・30代）

●多分ですが政治というのが遠い存在なんです。政治家と話す機会がな
く自分の意見を聞いてもらえてないから。若い人が政治家と話せる場が
多ければいいんじゃないでしょうか。

（深谷の若手農家Ｔさん・40代）

●投票率が低い＝政治への関心が低いと言うわけではないような気がし
ます。逆に政治への関心があるのに関わらず、妥当だと思う候補者が居
ない故に投票しないと言う選択をしているのではないかと思ってます。
自分の住むみどり市も投票率が低かったですが、投票したい候補者が
いないと感じた人たちが立ち上がったようです。今回の市議選説明会
には定数18人に対して30陣営が参加したとか。期待します。（熊谷のミ
ニＦＭにも関わるＯさん・40代）

●変わらない、反映されない、行ってもムダ的なネガティブな思考が多い
と思います（籠原の設計士Ｓさん・50代）

●政治とは何なのかそもそも理解出来ていないから、政治がないとどう
なるのかを示すとインパクトが大きい。まずは志のある行動力のある人
を集める、お金を集める、そのお金の配分を決める仕掛けづくりが必要
でしょう。今の延長線上で考えていてもダメでしょうね。一回ぶっ壊す
覚悟でやらにゃ～。

（数年前に熊谷に移って起業した正義の味方 石のソムリエ・50代）

●熊谷市は投票率が低いんですか!？おそらく、市政に対して諦めがある
のではないかと思われます。

（退職後は音楽を学ぶMさん・60代）

●政治と生活との距離感がますます大きくなってきました。県議は何を
やっているかわからず、一般市民は蚊帳の外。市議は、本来自治会長の
役割程度の活動をしています。一部の正当支持者だけでなく、今まで投
票していなかった人に投票してほしい。

（市議経験のある深谷市Ｔさん・60代）

●地域でやってほしいことを立候補者に託す機会が選挙。任期中に何を
したか、当選したら何をするのかを比較できるもの共同でつくるのはど
うでしょうか。県知事選までは参加するＩＴ市民団体 Code for で、マニ
フェスト比較を公表してました。（立正大学・後藤真太郎さん・60代）
　

熊谷にとっての2019年はなんといってもラグビーワールドカップだが、こち
らも４年に１度の「統一地方選」イヤーでもある。18歳へ選挙年齢引下や、
学生の政治団体の活動が話題になるなど、ここ数年新たな政治に関する動
きも起こっている。そんな中、2019年熊谷の選挙は投票率はどうなるのか。
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熊
谷
市
だ
け
で
は
な
い
が
、
平
成
の

選
挙
は
低
投
票
率
に
悩
ん
で
き
た
。
最

近
の
熊
谷
市
の
選
挙
で
は
、
28
年
７
月

の
参
院
選
が
47
・
８４
％
で
県
内
72
市
区

町
村
中
58
位
、
27
年
８
月
の
知
事
選
が

25
・
８７
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で
同
55
位
に
終
わ
っ
て
い
る
。

　

と
く
に
、
若
い
世
代
の
投
票
率
の
低

さ
が
問
題
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
原
因

と
し
て
埼
玉
県
は
、「
若
者
の
政
治
離

れ
↓
若
者
の
投
票
率
低
下
↓
若
者
に
向

け
た
政
策
の
減
少
」と
い
う「
低
投
票
率

ス
パ
イ
ラ
ル
」を
あ
げ
て
い
る
。

　

現
在
の
熊
谷
市
の
選
挙
で
は
、
衆
院

選
小
選
挙
区
で
江
南
地
区
だ
け
が
深

谷
・
本
庄
と
い
っ
し
ょ
の
11
区
に
切
り

離
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
制
度
上
の
問

題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
に
し

て
も
、
有
権
者
の
半
分
も
投
票
し
な
い

と
い
う
状
況
は
何
と
か
す
べ
き
だ
ろ

う
。

　

市
の
投
票
率
ア
ッ
プ
取
組
の
ひ
と
つ

が「
家
族
で
投
票
所
へ
行
こ
う
！
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」。
統
一
地
方
選
な
ど
今
年

行
わ
れ
る
４
つ
の
選
挙
で
、
小
中
学
生

が
投
票
所
に
行
く
と
抽
選
で
３
０
０
人

に「
消
せ
る
蛍
光
ペ
ン
セ
ッ
ト（
３
本
）」

が
当
た
る
と
い
う
。
選
挙
１
回
に
つ
き

１
応
募
だ
か
ら
、
回
数
が
多
い
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ど
当

選
確
率
は
高
い
。
親
と
い
っ
し
ょ
に
投

票
所
に
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
子
ど
も
の

投
票
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小
学
生
と
選
挙
と
い
え
ば
、
６
年
生

が
市
長
選
想
定
の
模
擬
選
挙
を
し
た
佐

谷
田
小
の
取
組
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ

た
。
児
童
３
人
が
架
空
の
政
党
の
候
補

者
と
な
っ
て
１
か
月
か
け
て
公
約
を
作

成
。
児
童
は
そ
れ
ぞ
れ
10
〜
70
代
、
さ

ま
ざ
ま
な
職
業
の
有
権
者
の
立
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で
投

票
し
た
。
結
果
は
防
災
公
園
の
整
備
な

ど
を
か
か
げ
た「
安
心
安
全
党
」候
補
が

当
選
。
選
挙
の
記
載
台
や
投
票
用
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選
挙
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委
員
会
か
ら
本
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を
借
り
た

と
い
う
。

　

低
投
票
率
だ
け
で
は
な
い
が
、
多
く

の
問
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は「
そ
れ
を
問
題
だ
と
思
わ
な

い
人
」が
関
係
し
て
い
る
か
ら
解
決
が

む
ず
か
し
い
。
そ
れ
は
承
知
の
上
で
、

い
ろ
ん
な
人
に
意
見
を
き
い
て
み
よ
う

と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
呼
び
か
け
て
み
る
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
世
代
か
ら
予
想
よ
り
多
く
の

回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。
極
端
な
も
の
も

あ
る
が
、
一
部
を
紹
介
し
よ
う
。

　

設
問
は
、①（
熊
谷
の
）投
票
率
が
低

い
＝
政
治
へ
の
関
心
が
低
い
の
は
ど
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し
て
で
し
ょ
う
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②
投
票
率
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＝
政
治
へ
の
関
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高
め
る
に
は
ど
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し
た
ら
い
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で
し
ょ
う
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③「
こ
れ
か

ら
の
熊
谷
に
あ
る
べ
き
政
治
」が
ど
ん

な
か
た
ち
で
し
ょ
う
？　

と
し
た
が
み

な
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で
書

い
て
く
れ
た
の
で
編
集
し
て
投
稿
者
ご

と
に
並
べ
た（
別
枠
）。

　

ラ
イ
タ
ー
個
人
の
ア
カ
ウ
ン
ト
の
投

稿
な
の
で
、
目
に
触
れ
た
人
数
や
内
容

の
多
様
さ
に
限
界
は
あ
る
の
は
も
ち
ろ

ん
だ
。
で
も
実
際
に
は
、
シ
ェ
ア
で
知

ら
な
い
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
い
た

だ
い
た
。「
考
え
て
い
る
人
」は
少
な
く

な
い
こ
と
、
そ
の
考
え
方
が
決
し
て
同

じ
で
は
な
い
こ
と
は
読
み
取
っ
て
も
ら

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

55
年
体
制
崩
壊
、
組
合
活
動
な
ど
の

低
下
、
情
報
社
会
化
で
見
え
て
し
ま
う

限
界
…
。
理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て

も
、「
変
わ
ら
な
い
感
じ
」は
共
通
す

る
。
な
ら
ば「
変
え
ら
れ
る
実
感
」を

持
っ
て
も
ら
う
の
が
い
ち
ば
ん
で
、
そ

れ
に
は
話
を
す
る
こ
と
が
だ
い
い
ち
。

自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
知
る
の
も

時
間
は
か
か
る
が
、
そ
れ
を
知
り
つ
つ

行
動
し
て
い
る
人
は
熊
谷
に
も
た
く
さ

ん
い
て
、
ま
た
そ
う
い
う
人
た
ち
を
信

じ
て
何
か
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
お
お

ざ
っ
ぱ
に
ま
と
め
る
と
、
そ
ん
な
と
こ

ろ
だ
ろ
う
か
。

　

低
投
票
率
を
嘆
く
こ
と
な
く
、
少
し

で
も
政
治
に
関
心
を
持
っ
て
行
動
す
る

人
を
増
や
す
。
そ
ん
な
試
み
は
、
熊
谷

だ
け
で
な
く
全
国
で
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こ
っ
て
い
る
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商
店
で
投
票
日
に
投
票
し
た
こ
と
を

示
す
と
割
引
に
な
る「
選
挙
割
」、
従
来

の
選
挙
活
動
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
選

挙
フ
ェ
ス
な
ど
だ
。

　

熊
谷
で
は
前
回
29
年
の
衆
院
選
時

に
、
数
店
が
選
挙
割
を
実
施
。
参
加
し

た
ウ
ス
キ
ン
グ
ベ
ー
グ
ル
臼
杵
健
さ
ん

は
、
ラ
グ
ビ
ー
ロ
ー
ド
を
参
加
者
が

走
っ
た
距
離
の
ト
ー
タ
ル
で
熊
谷
で
の

対
戦
国
に
届
か
せ
よ
う
と
い
う「
ラ
グ

ビ
ー
ロ
ー
ド
ラ
ン
ニ
ン
グ
チ
ャ
レ
ン

ジ
」も
進
め
る
一
人
だ
。

「
ラ
グ
ビ
ー
も
選
挙
も
、
み
ん
な
で
熊

谷
を
よ
く
す
る
た
め
の
き
っ
か
け
っ
て

い
う
こ
と
で
は
同
じ
だ
と
思
う
ん
で
す

よ
ね
。
ラ
グ
ビ
ー
だ
っ
て
ゴ
ー
ル
ま
で

距
離
が
あ
っ
て
の
逆
転
ト
ラ
イ
の
方
が

盛
り
上
が
る
ん
だ
か
ら
、
投
票
率
が
低

か
っ
た
ら
そ
れ
だ
け
や
る
こ
と
は
多
い

ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」（
臼
杵
さ
ん
）

　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
選
挙

の
違
い
は
、
後
者
は
こ
れ
か
ら
も
何
度

も
熊
谷
で
行
わ
れ
る
こ
と
。
ゲ
ー
ム
が

多
け
れ
ば
チ
ャ
ン
ス
も
多
い
。
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年齢別投票率
2017年（平成29年）10月22日執行衆議院議員総選挙（小選挙区）

県内4市区町村の標準的な投票所を1箇所抽出して集計（県全体を除く）

投票に行かなかった理由は?

仕事や用事があったから

選挙にあまり関心がなかったから

適当な候補者や政党がなかったから

選挙によって政治はよくならないから
政策や候補者の人柄などが
　　　　よくわからなかったから
私一人が投票しても
　　　　しなくても同じだから
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知事選挙
都道府県議会議員選挙
市区町村長選挙
市区町村議会議員選挙

埼玉県選挙管理委員会「有権者ノート」より。若者の投票率は高くない

総務省「目で見る投票率」より。戦後はだいたい右下がりで平成になってからとくに下
がっているが、全体的に県より市区町村の選挙の方が高く、候補者が身近なほど投票
率は高い傾向にある
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